













2．活動性拒食症（Activity-Based Anorexia ; ABA）
（1）ABA とは














































て，2, 6, 12, 18, 22時間の 5条件を設けて，ABA の程度を検討した結果，走


























（1981, Exp. 2）は，食餌条件として，自由摂取及び 1日 1回 1時間の 2条件
を，また回転カゴで走ることのできる条件とできない条件の 2条件といった 2
要因 4条件の実験を行った。その結果，食餌制限下で回転カゴで走ることが
できた群だけに，ABA が観察された。また，Kanarek & Collier（1983）
は，1日の食餌スケジュールとして，自由摂取あるいは 60分 1回，30分 2
回，15分 4回という 4条件，さらにその食餌時間以外の時間を回転カゴもし















できるために摂取量が減少するとの報告がある（Pare & Houser, 1973）。空
腹状態で運動することによって潰瘍ができるのは確かであるが，ABA 手続き
導入前に食餌制限スケジュールに適応させていれば，潰瘍はほとんど見られな




ければ，ABA の程度は減弱する（Routtenberg & Kuznesof, 1967）という結
果や，ABA 手続きに入る前に，食餌制限スケジュールに適応させておくと，













る（Kanarek & Collier, 1979, 1983 ; Pierce et al., 1986）。

















































cia & Koelling, 1966），シクロフォスファミド（Garcia & Koelling, 1967），
アンフェタミン（Cappell & Leblanc, 1975），エタノール（Berman & Can-
non, 1974），コカイン，メタアンフェタミン（Parker, 1995）などの薬物や
X 放射線（Garcia & Koelling, 1966）といったものがあげられる。
このような US と同様に，回転カゴで自発的に走行することが US として
機能することが近年，報告されている（Lett & Grant, 1996 ; Lett, Grant, &
Gaborko, 1998 ; Nakajima, Hayashi, & Kato, 2000）。これらの研究では，






分化条件づけの手続きを用いて US 持続時間の効果を検討した実験 1では，
US 持続時間 5分より 15分，30分の嫌悪が強かった。さらに，単一の味覚溶




の嫌悪の形成を確認した。実験 4では，単一の溶液を用いて CS-US 間間隔の
効果を検討し，CS-US 間間隔が 0分より 30分，60分の嫌悪が弱かった。こ















報酬効果（Pierce et al., 1986）と，味覚嫌悪条件づけの US として機能する
ことに見られる嫌悪効果といったパラドックス的効果は，この中脳辺縁系ドー
パミンシステムが関与していると推測している。なぜなら，快感を引き起こす
報酬性薬物（例えば， アンフェタミン）が味覚嫌悪条件づけの US として
機能すること（Cappell & Leblanc, 1975）が知られており，そのような薬物
















を US とし，ある風味刺激を CS として対呈示することで，従来中性であっ
た風味刺激に対して選好が獲得されることが明らかにされている（e.g.,
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